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令和７年 2月 1４日発行 

広瀬中学校だより 第 10号 

文責：吉田 茂延 

2月の時候の挨拶を調べると、「向春」「梅花」など、春の到来を期待させる言葉が見ら

れます。外に目を移すと、先日降った雪が残っている場所もありますが、日は日一日と長く

なっており、春が直ぐそこまで来ていると感じます。 

学校では、3年生を送る会や卒業式の準備を始めたり、新入生の体験入学・保護者説明

会を実施したりするなど、今年度の締めくくりと次年度を迎えるための業務を、同時並行で

行っているところです。3年生は卒業までのカウントダウンが始まりました。これから気ぜわ

しい毎日が続きますが、生徒一人ひとりが一日一日を大切にし、それぞれの学年を良い形

で締めくくり、次年度のスタートにつなげてほしいと思います。 

  

「対話を通し社会で活躍する方々の価値観（人生観）にふれ、自分の生き方やあり方を

考えること」「様々な課題を解決するために必要な力の一つである『対話力』を身につける

こと」を目的とした「生き方トーク」を、昨年度に続き実施しました。今年度も 2年生の生

徒数を上回る地域の皆さんに来校いただき、グループによっては大人 3人に対して生徒 2

人で対話を行いました。また、今年度は進行を生徒が務めたり、対話の前に名刺交換をし

たりするなど、新たな取組にも挑戦しました。 

 生き方トーク 



  

 

 

 

   

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

１日(土) ルーセントカップたいざん杯ソフトテニス大会(男子) 

２日(日) ルーセントカップたいざん杯ソフトテニス大会(女子)  

７日(金) 生徒総会、３年生を送る会    ８日(土) 令和あらえっさ野球大会 

11日(火) 卒業生会入会式、卒業式準備・予行練習     12日(水) 卒業式 

15日(土) 安来市長杯バレーボール大会   16日(日) 西高杯ソフトテニス大会 

24日(月) 修了式、離退任式     25日(火) 学年末休業    

20日(木) 1・2年期末テスト２日目      26日(水) どんぐり会 

・自分の苦手なことに挑戦したことで新しいことが身につき、今までとは違った観点で仕事を

されていらっしゃる方もおられ、自分も苦手なことに挑戦してみる「挑戦心」はとても大切な

のだと思いました。このような授業を通じてもっといろいろな人とのかかわりを深めたり、自

分に合った生き方について詳しく知ったりしたいです。 

・「今はまだ将来について考える事ができなくても心配しないで」と言ってくださったことや、

「少しでも興味をもったものを頭に入れておくといいよ」という言葉に、とても心が動きまし

た。今、私はこれになりたいというものがなく、進路について特に考えていなかったので、将

来についての考え方が広がりました。 

入試に関わる情報 

15日(水) 島根県公立高校入試     ※3年生は 3校時終了後下校 

16日(木) 島根県公立高校入試（面接）    ※3年生は 3校時終了後下校 

11日(火) 島根県公立高校追試    1４日(金) 島根県公立高校合格発表 

19日(水) 島根県公立高校二次募集   ２４日(月) 島根県公立高校二次募集合格発表 

生徒感想（抜粋） 

 参加者感想（抜粋） 

・出会いは大事なこと。いろんな方々と話をすると元気になります。子ども達とも会話を楽し

めました。私の子どもの時より、より一層活発で良かったです。こんな機会がないと出会わ

ない方とも知り合え、いろんな人生を送ってこられた話に、喜びを感じました。 

・質問にあった「不安なとき、つらいときにどうやって乗り越えていますか」等、人生をより良

く生きていく上でとても大切な事を振り返る事ができました。また、私も生徒に交じってペア

の方の話を聴かせてもらいました。様々な人生経験をして来られた先輩たちの話をじっくり聴

く事ができて一緒に勉強させてもらいました。生徒だけでなく、地域の参加者にとっても非常

に多くの事を吸収できる場だと思いますので、キャリア教育に地域の大人を巻き込む今回の

取り組みは三方良しの素晴らしい取り組みだと思いました。 

他者とのつながりが希薄になり、またコミュニケーション手段が SNS中心となっているこ

の時代において、生徒達が家族以外の大人の皆さんと対話ができるという意味でも、このよ

うな機会を持つことは大切だと考えています。地域の皆さまからも好意的な感想をいただい

ていますので、本校の生き方学習の柱となる取組として、次年度以降も継続していきたいと

考えています。協力いただいた町内の交流センターの皆さま、参加者の皆さま、本当にあり

がとうございました。 


